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指定演題プログラム

1日目：9月25日（金）　第1会場（3F 大会議室A1+A2）

■ 開会挨拶	 9：50－10：00

大会長　島津　智之　認定NPO法人NEXTEP，穂っぷこども在宅&心身クリニック 

■ 特別講演1	 10：00－11：10

座長：島津　智之　認定NPO法人NEXTEP，穂っぷこども在宅&心身クリニック

写真で伝える世界，東北の“今”
安田菜津紀　認定NPO法人Dialogue for People

■ 教育講演1	 11：20－12：20

座長：古川　恵美　兵庫県立大学看護学部専門関連教育学校保健学系

こうのとりのゆりかごから始まる第2の人生
宮津　航一　一般社団法人子ども大学くまもと

■ 教育セミナー 1	 12：30－13：30

座長：山下裕史朗　柳川療育センター

「こどもまんなか社会」の実現に向けた5歳児健診の展望—小児心身医学会会員に期待される役割—
永光信一郎　福岡大学医学部小児科学講座

共催：Johnson＆ Johnson ヤンセンファーマ株式会社

■ 教育講演2	 14：50－15：50

座長：疋田　忠寛　九州ルーテル学院大学人文学部心理臨床学科

授業UD新論―“安心して参加できる”環境とは何か―
菊池　哲平　熊本大学大学院教育学研究科

学 術 集 会 プ ロ グ ラ ム
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■ 教育講演3	 16：00－17：00

座長：加久翔太朗　clinic WIZ のぼりと・ゆうえん小児科，聖マリアンナ医科大学

児童精神科からみる現代社会と若者
三木　崇弘　はりまこどものこころ診療所

■ イブニングセミナー	 17：30－19：10

座長：増田　卓哉　自治医科大学小児科学，特例認定NPO法人そらいろコアラ

小林　美帆　群馬大学医学部附属病院小児科  　　　　　　　　　　　　

子どもの居場所ってなんだろう？
E-1　すべての子どもの学習権を保障する学校をつくるために

木村　泰子　大阪市立大空小学校初代校長 

E-2　居場所としての地域社会―相談があってもなくても，困っていてもいなくても，そこにいること―

増田　卓哉　自治医科大学小児科学，特例認定NPO法人そらいろコアラ 

E-3　居場所としての病院～適度な距離と見守りと～

鈴木　由紀　独立行政法人国立病院機構三重病院小児科 

1日目：9月25日（金）　第2会場（3F 大会議室A3+A4）

■ 教育セミナー 2	 12：30－13：30

座長：吉田　誠司　体と心よしだ子供クリニック

学校不適応と不登校　～うまくいかなかった時の次の一手 発達と睡眠を視野に入れて～
原田　剛志　パークサイドこころの発達クリニック 

共催：ノーベルファーマ株式会社，株式会社メディパルホールディングス

■ シンポジウム1　学校保健委員会企画	 15：50－17：20

座長：井口　敏之　星ヶ丘マタニティ病院小児科　　　

東　佐保子　東こどもの心とからだのクリニック

医療と教育の連携による子どものウェルビーイング支援―現場の実践と新たな課題から考える―
S1-1　アンケート調査報告

東　佐保子　東こどもの心とからだのクリニック 

S1-2　連携の段階（フェーズ）分類

森内　優子　イムス富士見総合病院小児科 

S1-3　学校医としての連携から組織的連携へ

佐藤　洋一　和歌山生協病院
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S1-4　「点から線（フェーズ1 ～ 3）」の連携

岡田　　剛　聖峰会岡田病院小児科 

S1-5　「線から面（フェーズ4.5）」の連携

太田　秀紀　西宮市立こども未来センター診療所

1日目：9月25日（金）　第3会場（3F 中会議室B1-B3）

■ 教育講演4	 16：20－17：20

座長：渡部　泰弘　秋田県立医療療育センター

研究について倫理と不正を考える
武内　治郎　奈良県立医科大学臨床実証医学講座・附属病院臨床研究センター 

2日目：9月26日（土）　第1会場（3F 大会議室A1+A2）

■ 特別講演2	 10：30－11：50

座長：永光信一郎　福岡大学医学部小児科学講座

誰も追い込まれることのない社会へ〜生きるを支援する〜
清水　康之　NPO法人自殺対策支援センターライフリンク 

■ 教育セミナー 3	 12：00－13：00

座長：松岡美智子　久留米大学医学部神経精神医学講座/保健管理センター

SOSの出し方教育の社会実装化とその意義―山形県におけるシステムアプローチの取り組みから
安保　寛明　公立大学法人山形県立保健医療大学 

学術集会企画

■ 会員総会・前年度最優秀演題記念講演	 13：20－13：50

前年度最優秀演題
神経性やせ症，回避・制限性食物摂取症の徐脈が意味するもの～自律神経調節構造の質的解析～

鈴木　由紀　独立行政法人国立病院機構三重病院小児科 
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■ 教育講演5	 14：00－15：00

座長：山本　佳恵　医療法人飯塚恵仁会たていわ病院心理士室

Children of Parents with a Mental Illness（COPMI）への心理教育を通して見えてきたもの
―親も子どもも責めない治療と支援―

松岡美智子　久留米大学神経精神医学講座 /保健管理センター 

■ 教育講演6	 15：10－16：10

座長：石﨑　優子　関西医科大学総合医療センター・小児科

地域でつくる子どもたちの居場所
水取　博隆　NPO法人キリンこども応援団 

■ シンポジウム4	 16：20－18：10

座長：岡田　　剛　聖峰会岡田病院小児科　　　　　　　　　　　　　　　　　　

島津　智之　認定NPO法人NEXTEP，穂っぷこども在宅&心身クリニック

ユースセンターって何？―子ども・若者の“居場所”と支援を考える―
S4-1　ユースセンターって何？―子ども・若者の“居場所”と支援を考える―

坂口　史乃　ユースセンタートリノスミカ 

S4-2　生きづらい若者たちが求める居場所支援と地域の大人たちとのマッチング

山下　風子　医療法人風の輪風の子クリニック 

S4-3　�こども若者の孤独・孤立に対する予防的介入のための地域セーフティネット形成 
―民設民営のユニバーサル型ユースセンターの実践から―

郡司日奈乃　一般社団法人Spice，ちばユースセンター PRISM 

2日目：9月26日（土）　第2会場（3F 大会議室A3+A4）

■ 医師・心理士（多職種）協働セミナー	 9：00－10：30

座長：北山　真次　姫路市総合福祉通園センター　　　　　　　　

大堀　彰子　帝塚山学院大学大学院，こども心身医療研究所

―福祉領域における医師・心理士（多職種）連携を通して―
K1-1　障害児入所施設における心理士の実践―施設心理士の役割とは―

髙栁　　葵　大阪市立敷津浦学園，こども心身医療研究所 

K1-2　“関係”から子どもと家族を捉える―福祉と医療に共通する心理職の視点―

永冨　徹志　鼓ヶ浦こども医療福祉センター

K1-3　児童発達支援センターにおいては多職種協働が基本である

北山　真次　姫路市総合福祉通園センター 
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■ シンポジウム2　国際交流委員会企画	 10：40－11：50

座長：細木　瑞穂　医療法人社団細木小児科　　　　　　　　　　

山下　　真　福岡徳洲会病院心療内科・内分泌・糖尿病内科

海外研究における経験と国際交流
S2-1　幸運はみずからつかむもの：海外留学で味わった気持ち

大園　秀一　久留米大学小児科

S2-2　本音で語る海外留学の実際：国際交流への一歩

水野　賀史　 福井大学子どものこころの発達研究センター，大阪大学大学院連合小児発達学研究科， 
福井大学医学部附属病院子どものこころ診療部

S2-3　海外研究留学に帯同した家族・医師としての経験と学び

重安　良恵　岡山大学病院小児科 /小児心身医療科 

S2-4　�コネなしからのボストン研究留学： 
神経消化器病研究の最前線から得た心身医学への視野拡大と地域社会との交流の経験

奥見　裕邦　医方会奥見診療所，大阪総合医学教育研究会附属親と子の診療所 

■ 教育セミナー 4	 12：00－13：00

座長：小野　和哉　聖マリアンナ医科大学神経精神科学教室

家族の視点で考える小児ADHD支援―エンデバーライドが広げる新たな選択肢―
門田　行史　自治医科大学とちぎこども医療センター 

共催：塩野義製薬株式会社

■ シンポジウム3	 14：00－15：10

座長：岡田あゆみ　岡山大学学術研究院医歯薬学域，岡山大学病院小児医療センター小児科/小児心身医療科

奥見　裕邦　医方会奥見診療所，大阪総合医学教育研究会附属親と子の診療所　 　　　　　　　　　

小児における機能性身体症候群と，小児心身医学の役割
S3-1　小児の機能性高体温症（Functional hyperthermia）～ biopsychosocial modelによる理解と対応～

岡田あゆみ　岡山大学学術研究院医歯薬学域，岡山大学病院小児医療センター小児科 /小児心身医療科

S3-2　機能性身体症候群としての起立性調節障害

吉田　誠司　体と心よしだ子供クリニック，大阪医科薬科大学附属病院小児科 

S3-3　慢性疼痛～痛覚変調性疼痛を中心に～

永井　　章　国立成育医療研究センター総合診療科 

S3-4　小児期機能性消化管疾患（FGIDs）の病態と横断的アプローチ：他のFSSとの合併とその関連性

奥見　裕邦　医方会奥見診療所，大阪総合医学教育研究会附属親と子の診療所 
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2日目：9月26日（土）　第3会場（3F 中会議室B1-B3）

■ 頭痛道場 “小児頭痛診療の勘所を掴み，極める！”	 9：00－10：30

K2　頭痛道場 “小児頭痛診療の勘所を掴み，極める！”

呉　　宗憲　順天堂大学医学部附属浦安病院小児科 

竹下　美佳　東京医科大学小児科・思春期科学分野，藤野医院

森下那月美　東京医科大学小児科・思春期科学分野，厚生中央病院小児科

坂東　賢二　和泉市立総合医療センター小児科 

吉田　誠司　大阪医科薬科大学附属病院小児科，体と心よしだ子供クリニック 

疋田　敏之　ひきた小児科クリニック，帝京大学医学部小児科 

2日目：9月26日（土）　しんしんカフェ（3F 中会議室D1+D2）

■ しんしんカフェ	 14：30－16：00

企画者：荻田　　薫　聖隷三方原病院小児科　　　 　
しんしんカフェプロジェクトチーム2026

語ってつなごう！みんなの居場所〜私たちから，子どもたちへ〜

3日目　9月27日（日）　第1会場（3F 大会議室A1+A2）

■ 市民公開シンポジウム	 10：00－12：20

座長：余谷　暢之　国立成育医療センター　　 　　　　　　　　　　

坂口　明夫　こども家庭支援センターあまぎやま（甘木山学園）

「ここにいていい」と思える地域へ―子ども・若者アドボカシーを考える―
PS-1　若者たちが教えてくれたこと～現場から考える子ども・若者アドボカシー～

山下　祈恵　認定NPO法人トナリビト 

PS-2　こどもの「こえ」を社会に届けるために～専門家ができるアドボカシーについて考える

余谷　暢之　国立成育医療研究センター総合診療部緩和ケア科成育こどもシンクタンク戦略支援室

PS-3　「ここにいていい」と思える地域へ―子ども・若者アドボカシーを考える―

坂口　明夫　こども家庭支援センターあまぎやま（甘木山学園）
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3日目　9月27日（日）　第2会場（3F 大会議室A3+A4）

■ 小児心身医学基礎講座	 9：00－11：00

座長：鈴木　由紀　独立行政法人国立病院機構三重病院小児科

ガイドラインに学ぶ小児心身症診療の実際―後編―
～ Let's learn the basics of pediatric psychosomatic medicine ～
K3-1　小児摂食障害診療ガイドライン―変わりつつある小児摂食障害診療―

藤井智香子　岡山大学病院小児科 /小児心身医療科・ダイバーシティ推進センター

K3-2　くり返す子どもの痛みの理解と対応ガイドライン

石﨑　優子　関西医科大学総合医療センター・小児科

K3-3　くり返す子どもの頭痛診療ガイドライン

永井　　章　国立成育医療研究センター総合診療科

K3-4　小児機能性消化管疾患ガイドライン策定の経緯と活用の指針

奥見　裕邦　医方会奥見診療所，大阪総合医学教育研究会附属親と子の診療所

3日目　9月27日（日）　第3会場（3F 中会議室B1-B3）

■ 災害支援シンポジウム＋CFS研修	 9：00－12：30

座長：加久翔太朗　clinic WIZ のぼりと・ゆうえん小児科

倉光真登香　聖マリアンナ医科大学病院　　　　  　

熊本地震から10年：災害時に子どもが安心できる場を目指して
―災害支援シンポジウム＋チャイルド・フレンドリー・スペース（CFS）研修―
K4-1　熊本地震の経験を通して〜地域の子どもたちを支える〜

島津　智之　認定NPO法人NEXTEP，穂っぷこども在宅&心身クリニック 

K4-2　熊本地震における小児医療現場の対応と備え―熊本赤十字病院での経験から

藤原　愛里　熊本赤十字病院 小児集中治療病棟

K4-3　被災後の子どもと子どもを支えるおとなを支えるために大切なこと

樋口　隆弘　関西医科大学総合医療センター

K4-4　�子どもにやさしい空間CFS（Child Friendly Spaces）研修 
―災害時に子どもが安心できる「居場所」をどう支えるか―

湯野　貴子　NPO法人 災害時こどものこころと居場所サポート

福地　　成　東北医科薬科大学医学部精神科学教室
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一般演題プログラム

1日目：9月25日（金）　第1会場（大会議室A1+A2）

 

■ 優秀演題セッション	 13：40−14：40

座長：鈴木　由紀　独立行政法人国立病院機構三重病院小児科

E-1	 体位性頻脈症候群児の睡眠中の自律神経調節機能の相互調節と特徴：心拍変動ネットワーク解析を用いて

◯重光　幸栄 1, 2），高橋　　健 3），呉　　宗憲 3），東海林宏道 2）

1）桜こどもクリニック本八幡，2）順天堂大学医学部小児科学講座，3）順天堂大学医学部附属浦安病院小児科

E-2	� 長期フォローアップ中の小児がん患者における外来での心理社会的支援の課題抽出 
―小児心身医学的介入方法の検討―

◯ 田中　知絵 1, 2），半澤　　愛 1），藤井智香子 1），重安　良恵 1），椙原　彰子 1, 3），堀内真希子 3），岡田あゆみ 1）， 
大園　秀一 4, 5）

1）岡山大学病院小児医療センター小児科 /小児心身医療科，2）旭川荘療育・医療センター小児科，
3）岡山大学病院医療技術部臨床心理部門 /臨床心理センター，4）久留米大学小児科，
5）日本小児がん研究グループ（JCCG）長期フォローアップ委員会 

E-3	� 家出中に歌舞伎町から救急搬送に至った思春期20例における支援介入状況の検討 
―複数支援が関与しながらも重症化に至る症例の特徴―

◯中村俊一郎，小浦方祐介，平泉　泰琳，押方　悠仁，松村　誠紀，阿久津朱伽，馬場　徹人
慶應義塾大学病院小児科

E-4	 小児POTSにおける失神前症状「眼前暗黒感」の客観的予測因子：血行動態と脳酸素化指標による検討

◯ 呉　　宗憲 1, 2），春日　晃子 2），林　佳奈子 2），村上美佐子 2），松本和華子 2），高橋　　諒 2），渡邊　由祐 2）， 
齋藤　直子 2），大野　幸子 2），森下那月美 2, 3），竹下　美佳 2, 4），森地振一郎 2），石田　　悠 2），石井知愛子 2）， 
金城　尚子 2, 5），山中　　岳 2）

1）順天堂大学医学部附属浦安病院小児科，2）東京医科大学病院小児科・思春期科学分野，3）厚生中央病院小児科， 
4）藤野医院，5）高島平中央総合病院小児科 

E-5	� 被虐待児に対する一時保護時の医学的評価の有用性 
―児童相談所と当院Child Protection Teamの連携を通じて―

◯森内　優子，堀江　未央，輕部　春帆，川名　俊諒，山田隆太郎，清宮　綾子，赤嶺　ゆみ，渕上　達夫
イムス富士見総合病院小児科

E-6	� チックのための包括的行動的介入（CBIT）を導入する客観的評価基準の探索 
―RG-CBITの縦断データを用いた検討―

◯ 井上　　建 1），黒岩　千枝 1），岩波　純平 1），村澤　玲菜 1），大久保愛深 1），小木曽　梓 1），川上優太朗 1）， 
深山　希望 1），深谷　悠太 1），林　佳奈子 1, 2），椎橋　文子 1），松島　奈穂 1），大谷　良子 1, 3），作田　亮一 1）

1）獨協医科大学埼玉医療センター子どものこころ診療センター，2）東京医科大学病院小児科・思春期科学分野， 
3）発達協会王子クリニック
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2日目：9月26日（土）　第1会場（大会議室A1+A2）

 

■ 一般演題　地方会推薦演題セッション	 9：00−10：10

座長：渡部　泰弘　秋田県立医療療育センター

大谷　良子　発達協会王子クリニック　

＜北海道地方会推薦演題＞
LO-1　起立性調節障害（OD）児へのリハビリ介入効果（症例報告）

◯佐藤　匡未，佐藤　陽人，吉田　雅喜
八雲総合病院

＜東北地方会推薦演題＞
LO-2	� 福島県総合療育センター小児科外来における児相介入症例の検討 

～小児期逆境体験の早期発見と早期家族支援の開始に向けて～

◯宮﨑　恭平 1），鈴木　雄一 2），鈴木奈緒子 1），川崎　幸彦 1），森田　浩之 1）

1）福島県総合療育センター，2）福島県立医科大学医学部小児科学講座

＜東海北陸地方会推薦演題＞
LO-3	 CBT-ARを実施した回避・制限性食物摂取症の1例

◯柴山紗智子，井口　敏之，関口　一恵，山本　恭子
星ヶ丘マタニティ病院

＜関東甲信越地方会推薦演題＞
LO-4	� 子どものニーズを起点とした地域発達支援ネットワーク構築の試み 

―小児医療が関与するメッシュ型多機関連携モデルの実践と構造的意義―

◯佐藤　明弘
医療法人社団草童会南町田こどもクリニック

＜関西地方会推薦演題＞
LO-5	 学習困難を主訴に来院した言語症の1例

◯水谷　　翠 1, 2），吉田　誠司 2, 4），奥村　智人 3），長澤　華奈 1），田中　英高 5）

1）仙養会北摂総合病院小児科，2）大阪医科薬科大学病院小児科，3）大阪医科薬科大学病院LDセンター， 
4）体と心よしだ子供クリニック，5）OD低血圧クリニック田中 

＜中国四国地方会推薦演題＞
LO-6	 死への不安の身体化から象徴化へ

◯飯塚　暁子 1），細木　瑞穂 2, 3）

1）国立病院機構福山医療センター，2）細木小児科，3）国立病院機構福山医療センター小児心療内科

＜九州沖縄地方会推薦演題＞
LO-7	 集団での市販薬大量服薬事例にみる身体所見に依存しない心理的危機評価の重要性

◯新垣　律子，大山有希子，川口　真澄
地方独立行政法人那覇市立病院小児科
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1日目：9月25日（金）　第2会場（大会議室A3+A4）

 

■ 一般演題1　摂食障害1/調査・研究	 11：20−12：20

座長：錦井　友美　国立病院機構長崎病院小児心療科

O1-1	 岡山県の小児・思春期摂食障害の学校と医療の連携に関する実態調査

◯重安　良恵 1），藤井智香子 1），半澤　　愛 1），田中　知絵 1, 2），椙原　彰子 1, 3, 4），堀内真希子 4），岡田あゆみ 1）

1）岡山大学病院小児医療センター小児科 /小児心身医療科，2）旭川荘療育・医療センター小児科， 
3）ノートルダム清心女子大学人間生活学部児童学科，4）岡山大学病院医療技術部臨床心理部門 /臨床心理センター

O1-2	 児童思春期の摂食障害患者の家族療法を支援する生成AIシステムの開発研究

◯ 半澤　　愛 1），岡田あゆみ 1），長谷井　嬢 2），田中　知絵 3），重安　良恵 1），藤井智香子 1），椙原　彰子 1, 4, 5）， 
堀内真希子 4）

1）岡山大学病院小児医療センター小児科 /小児心身医療科， 
2）岡山大学学術研究院医歯薬学域医療情報化診療支援技術開発講座，3）旭川荘療育・医療センター小児科， 
4）岡山大学病院医療技術部臨床心理部門 /臨床心理センター，5）ノートルダム清心女子大学人間生活学部児童学科

O1-3	 前思春期摂食障害患者における体重回復後の骨密度回復に関連する因子の検討

◯上田　知佳 1, 2），冨岡　和美 1）

1）兵庫県立こども病院神経内科，2）兵庫県立はりま姫路総合医療センター

O1-4	 不登校を先に呈した小児摂食障害の臨床的特徴と関連要因の検討

◯鈴木　雄一
福島県立医科大学小児科

O1-5	 小児・思春期摂食症患者における心嚢液の形成と高度化の規定因子：量的解析と機械学習による検証

◯鈴木　由紀
独立行政法人国立病院機構三重病院小児科

O1-6	 摂食障害に対する末梢挿入型中心静脈栄養療法の合併症について

◯深井　善光 1），鈴木　雄一 2），桜井　優子 3），武内　治郎 4）

1）聖路加国際病院小児科，2）福島県立医科大学小児科，3）東京都立小児総合医療センター心療内科， 
4）奈良県立医科大学臨床実証医学講座

 

 

1日目：9月25日（金）　第3会場（中会議室B1-B3）

 

■ 一般演題2　心理療法1	 11：20−12：20

座長：識名　節子　医療法人愛燦会発達神経クリニックプロップ心理部

O2-1	� ウクライナ避難民女児の日常に伴走する心理的支援の意義 
―心理療法過程における日常的主題と遊びの並行的展開―

◯清原　大和 1），原口　喜充 1, 2），久保田恵巳 1）

1）医療法人KMくぼたこどもクリニック，2）近畿大学九州短期大学

O2-2	 小児心身症児へのグループアートセラピーの実践報告

◯西脇　明子 1），富樫　真帆 1），山分　銀六 1），吉田　誠司 1, 2），田中　英高 3）

1）大阪医科薬科大学病院小児科，2）体と心よしだ子供クリニック，3）OD低血圧クリニック田中
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O2-3	「不思議な関係性」の双生児に心理士が関わった1症例

◯小華和さやか，高田　洋子，多田　　光
多田小児クリニック

O2-4	 比喩とイメージ化を用いた対話的関わりにより不安・恐怖への向き合い方が変化した小児2例

◯杉本　圭相
近畿大学医学部小児科学

O2-5	 言語表現が苦手な自傷行為を繰り返していた不登校中学生女子の1例

◯藤原　恭子 1），朴　　祐希 1），宮坂なつ花 1），田原　一樹 1），神原　雪子 2）

1）医療法人徳洲会八尾徳洲会総合病院臨床心理科，2）ゆきこどもクリニック

O2-6	 チック症を併発するASD児に対するSCと連携したTF-CBTの実践について

◯齋藤　かほ，加久翔太朗
医療法人聖育会 clinic WIZ のぼりと・ゆうえん小児科

 

1日目：9月25日（金）　第2会場（大会議室A3+A4）

 

■ 一般演題3　家族・きょうだい	 13：40−14：30

座長：増田　卓哉　自治医科大学小児科学，NPO法人そらいろコアラ

O3-1	 小児期糖尿病管理困難の背景に潜む家庭内DVと援助希求の障壁：環境調整を要した2例の検討

◯齊木　玲央 1），石井　隆大 1），松岡美智子 2）

1）久留米大学小児科学講座，2）久留米大学精神医学講座

O3-2	 小児科診療所における心理職による保護者支援の特徴―かかりつけ診療所の性質に着目して―

◯平野　仁弥 1, 2），原口　喜充 1, 3）

1）医療法人KMくぼたこどもクリニック，2）帝塚山大学，3）近畿大学九州短期大学

O3-3	 神経発達症のある子をもつ家族におけるきょうだいの心理社会的健康に関するインタビュー

◯小川　泰佑 1），福地　　成 2）

1）東北医科薬科大学医学部医学科 5年，2）東北医科薬科大学医学部精神科学教室

O3-4	 心身症患者のきょうだい児に心身医学的問題が発症した2症例の検討

◯荻田　　薫，白井　憲司，村上　知隆，今市悠太郎
総合病院聖隷三方原病院

O3-5	 ひきこもり事例の保護者支援に行動分析表を用いた外来診療経過

◯野田　昇宏
市立函館病院小児科
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1日目：9月25日（金）　第3会場（中会議室B1-B3）

 

■ 一般演題4　調査・研究	 13：40−14：10

座長：武内　治郎　奈良県立医科大学臨床実証医学講座・附属病院臨床研究センター

O4-1	� ADHDの症状特性，適応機能，保護者ストレスとの関連および支援ニーズの特定： 
臨床サンプルに基づく混合研究法による分析

◯濱谷　沙世 1, 2, 3），水野　賀史 1, 2, 3）

1）福井大学子どものこころの発達研究センター，2）大阪大学大学院連合小児発達学研究科福井校， 
3）福井大学医学部附属病院子どものこころ診療部

O4-2	 児童のインターネット依存傾向と健康関連QOLの関連―家庭および学校生活に着目して―

◯上村　華梨
東京学芸大学大学院教育学研究科教育支援協働実践開発専攻臨床心理学プログラム

O4-3	 思春期における心理的支援ニーズと乳幼児期の入院時の親子の特徴との関連について

◯横山　梨恵 1），木野　　稔 2），石﨑　優子 2），藤井　宏弥 1），石川　　茜 1），佐藤　叶芽 1）

1）社会医療法人真美会大阪旭こども病院臨床心理科，2）社会医療法人真美会大阪旭こども病院診療部

 

 

1日目：9月25日（金）　第3会場（中会議室B1-B3）

 

■ 一般演題5　不登校1	 14：20−15：10

座長：北島　　翼　長崎県立こども医療福祉センター小児科/小児心療科

O5-1	� 起立性調節障害に不登校を伴った思春期症例に対するNeuro-Linguistic Programming（NLP）を応用した 
コミュニケーション支援の経験―2症例の報告―

◯守屋　博子
湘南キッズクリニック

O5-2	 小児脳脊髄液漏出症における不登校状態評価の分布と経時的変化

◯谷　　麻里 1），小西　行彦 2）

1）香川大学医学部小児科，2）香川大学教育学部

O5-3	 通院日数と通院状況を指標にした不登校の介入効果の検討

◯坂東　賢二，村上　城子，赤井　結衣，秦　　直樹
指定管理者医療法人徳洲会和泉市立総合医療センター小児科

O5-4	「不登校予防」という言葉がもつ無意識的影響と，その再検討の必要性

◯高尾　龍雄
明石市立ゆりかご園診療所

O5-5	 市民公開講座「不登校とこころの成長」の実施と参加者アンケートからみた意識変容

◯杉本　圭相
近畿大学医学部小児科学
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1日目：9月25日（金）　第2会場（大会議室A3+A4）
 

■ 一般演題6　精神疾患/精神保健	 14：40−15：40

座長：石橋　孝勇　琉球大学病院精神科神経科

O6-1	 過量服薬（OD）で救急外来を受診したこどもの精神科受診の実態と入院介入の意義

◯馬場　徹人 1, 2），中村俊一郎 1），阿久津朱伽 1）

1）慶應義塾大学病院，2）地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立大塚病院

O6-2	 子どもの自殺既遂を経験した教員の語りからみる学校の自殺予防，危機介入のあり方に関する1考察

◯服部　紀代 1），細川　愛美 2）

1）兵庫大学健康科学部健康スポーツ学科，2）神戸女子大学看護学部看護学科

O6-3	 半構造化面接法から得た周産期母親のボンディングの特徴―小児科における生後早期の育児支援への応用―

◯錦井　友美
国立病院機構長崎病院小児心療科

O6-4	 潰瘍性大腸炎の再燃時に強迫行為を認め，小児急性発症神経精神症候群（PANS）との鑑別を行った1例

◯佐々木汐里
中濃厚生病院，公立東濃中部医療センター

O6-5	 パニック障害と睡眠障害として治療されていたアレルギー疾患の思春期1症例

◯土生川千珠 1），村上佳津美 2）

1）国立病院機構南和歌山医療センター，2）啓仁会堺咲花病院

O6-6	 ギャンブルへの衝動抑止に役立った「親子振り返りノート」

◯山内　順子，冨田　和巳
一般社団法人大阪総合医学・教育研究会附属親と子の診療所 /こども心身医療研究所

 

 

1日目：9月25日（金）　第3会場（中会議室B1-B3）
 

■ 一般演題7　不登校2	 15：20−16：10

座長：小柳　憲司　長崎県立こども医療福祉センター小児心療科

O7-1	 不登校を主訴に受診した中学生における就学前の集団不適応とその後の経過・対応に関する検討

◯遠藤　健次
えんどうこどもの心診療所

O7-2	 精神的・知的課題を有する両親を背景に支援を要した不登校姉弟例

◯平泉　泰琳 1, 2），中村俊一郎 2），西田　光宏 3）

1）地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立大塚病院，2）慶應義塾大学病院医学部小児科学教室， 
3）静岡市立清水病院

O7-3	 入院での生活習慣の改善以外に行動観察も効果があった症例の検討

◯ 林　　貴大 1），森脇　幸穂 1），岩崎恵理子 1），妹尾　香苗 2），横田　美栄 2），齋藤あすか 2），林　　知子 1）， 
白神　浩史 1），石原　明子 1）

1）公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院小児科，

2）公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院臨床心理部
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O7-4	 起立性調節障害または睡眠障害の小中学生に対する2週間の入院治療による身体的・心理的指標の変化

◯川島　梨瑛，濱畑　啓悟，菊池　　清
地方独立行政法人神戸市民病院機構神戸市立医療センター中央市民病院小児科

O7-5	� 起立性調節障害・睡眠障害を伴う不登校児への生活サイクル改善プログラムの検討 
―退院後の生活リズムと登校状況の変化に着目して―

◯河田　　薫 1），川島　梨瑛 1），濱畑　啓悟 1, 3），菊池　　清 1, 2）

1）地方独立行政法人神戸市民病院機構神戸市立医療センター中央市民病院小児科， 
2）兵庫県立リハビリテーション中央病院子どものリハビリテーション・睡眠・発達医療センター， 
3）医療法人梅華会グループ梅華会わくわくこどもクリニック

 

 

2日目：9月26日（土）　第3会場（中会議室B1-B3）

 

■ 一般演題8　神経発達症	 10：50−11：50

座長：百崎　　謙　国立病院機構熊本再春医療センター  　 　　　　　　　　　　

	 木下　智子　認定NPO法人NEXTEP，穂っぷこども在宅＆心身クリニック

O8-1	 療育的外来介入が学校適応に寄与した“境界知能”の1例

◯ 林　佳奈子，石田　　悠，春日　晃子，村上美佐子，新村　　啓，呉　亜沙美，高橋　　諒，渡邊　由祐， 
齋藤　直子，大野　幸子，森下那月美，竹下　美佳，森地振一郎，石井知愛子，金城　尚子，山中　　岳
東京医科大学病院小児科・思春期科学分野

O8-2	� 自閉スペクトラム症に伴う偏食に加え養育者の交代で判明したマルトリートメントによる重篤な成長障害を来した
1例

◯松田　健剛，石井和嘉子，渡邉真太郎，徳永　　航，川口　忠恭，桃木恵美子，森岡　一朗
日本大学医学部小児科学系小児科学分野

O8-3	 発達特性を有する機能性身体症状児へのBPSアプローチ：医療体験をトラウマとして捉える視点の重要性

◯ 小川　　悠 1），呉　　宗憲 1），井神　健太 2），中村　明雄 2），及川　奈央 2），岩崎　友弘 2），吉川　尚美 2）， 
田中　恭子 2），高橋　　健 1）

1）順天堂大学医学部附属浦安病院，2）順天堂大学医学部附属順天堂医院

O8-4	� 関係の持続と移行に伴う心理的動揺の許容を優先した支援の1例 
―成人移行に困難を呈した発達特性青年への関わり―

◯渡辺　梨恵，藤本　　保
社会医療法人藤本育成会大分こども病院

O8-5	 自閉スペクトラム症を有する男子の箱庭療法過程

◯朴　　祐希 1），神原　雪子 2），宮坂なつ花 1），藤原　恭子 1），田原　一樹 1）

1）医療法人徳洲会八尾徳洲会総合病院臨床心理科，2）ゆきこどもクリニック

O8-6	 心理的な安全感をテーマに環境を再検討した自閉スペクトラム症男児の1例―箱庭制作を通して―

◯宮坂なつ花 1），神原　雪子 2），朴　　祐希 1），藤原　恭子 1），田原　一樹 1）

1）医療法人徳洲会八尾徳洲会総合病院，2）ゆきこどもクリニック
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2日目：9月26日（土）　第3会場（中会議室B1-B3）

 

■ 一般演題9　医療・福祉・教育などの連携	 14：00−15：10

座長：森内　優子　イムス富士見総合病院小児科　　　　　　　　　　

渡辺　梨恵　社会医療法人藤本育成会大分こども病院診療支援部

O9-1	 産後ケアから始まる小児科医の母子への関わり

◯西　　一美　
済生会富田林病院

O9-2	 児童発達支援事業所や放課後デイを小児科医師・言語聴覚士・理学療法士が訪問することで得られた成果 

◯興梠　まり
医療法人鉄蕉会亀田総合病院

O9-3	 起立性調節障害に関する研修会がもたらす教育効果について

◯ 川上優太朗 1），井上　　建 1），村澤　玲菜 1），大久保愛深 1），小木曽　梓 1），岩波　純平 1），黒岩　千枝 1）， 
深山　希望 1），深谷　悠太 1），森下　菖子 1），林　佳奈子 1, 2），椎橋　文子 1），大谷　良子 1, 3），作田　亮一 1）

1）獨協医科大学埼玉医療センター子どものこころ診療センター，2）東京医科大学病院小児科・思春期科学分野， 
3）発達協会王子クリニック

O9-4	 当院における成人期移行の現状と課題

◯片山　　威
かたやま小児科クリニック

O9-5	 総合病院小児科における公認心理師の活動報告―小児科97例の検討―

◯堅持安優美，田中梨美子
霧島市立医師会医療センター

O9-6	 近畿大学病院小児科・思春期科が行うアウトリーチ活動の実践報告

◯上村　泰德 1），杉本　圭相 2）

1）近畿大学病院精神神経科，2）近畿大学医学部小児科学教室

O9-7	 名古屋市における医教連携モデルの構築と評価―ケース検討会議への参画と診療陪席による多職種協働の試み―

◯大橋　　圭 1, 2）

1）名古屋市立大学大学院医学研究科こころの発達医学寄附講座，2）名古屋市立大学病院こころの発達診療研究センター

 

 

2日目：9月26日（土）　第2会場（大会議室A3+A4）

 

■ 一般演題10　OD	 15：20−16：40

座長：柳夲　嘉時　関西医科大学総合医療センター小児科　　

山下　大輔　久留米大学小児科，大牟田市立病院小児科

 

O10-1	 心理社会的背景を有する体位性頻脈症候群の女子にイバブラジンを導入し身体症状と心理面が改善した1例

◯竹内　香澄，吉兼由佳子，永光信一郎
福岡大学病院
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O10-2	 起立性調節障害患児においてCOVID-19感染後に目立つようになった記憶低下と聴覚情報処理困難様症状の3例

◯山下　達也
岐阜市民病院小児科

O10-3	 COVID-19流行前後の起立性調節障害における患者特性の比較検討

◯西原　明子 1），雨宮　歩実 1），窪田　幸世 1），朴　　硃亨 1），渡邊　美砂 1），清水　教一 1, 2）

1）東邦大学医療センター大橋病院小児科，2）西多摩療育支援センター

O10-4	 起立性調節障害の生活リズム改善を目指した短期入院での取り組みから見えてきたこと

◯ 森脇　幸穂，林　　貴大，岩崎恵里子，妹尾　香苗，横田　美栄，齋藤あすか，林　　知子，白神　浩史， 
石原　明子
公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院

O10-5	 起立性調節障害における神経発達症特性の有無による臨床的特徴の検討

◯雨宮　歩実 1），西原　明子 1），窪田　幸世 1），朴　　硃亨 1），渡邊　美砂 1），清水　教一 1, 2）

1）東邦大学医療センター大橋病院小児科，2）西多摩療育支援センター

O10-6	 起立性調節障害の実態調査：レセプト情報による大規模データベースを用いた横断研究

◯武内　治郎 1），渡邉　　悟 2），呉　　爾傑 2），浅川　　剛 2）

1）奈良県立医科大学臨床実証医学講座，2）株式会社ツムラ研究開発本部ツムラ先端技術研究所

O10-7	 起立性調節障害における症状構造とサブタイプ特異性についての検討

◯犬塚　　幹
佐世保中央病院

O10-8	 新起立試験における健常大学生の下肢血行動態の検討

◯藤井智香子 1, 2），山下　美保 3），重安　良恵 1），半澤　　愛 1），椙原　彰子 1, 4），堀内真希子 1），岡田あゆみ 1, 5）

1）岡山大学病院小児医療センター小児科 /小児心身医療科，2）岡山大学病院ダイバーシティ推進センター， 
3）県立広島大学保健福祉学部作業療法学コース，4）ノートルダム清心女子大学人間生活学部児童学科， 
5）岡山大学学術研究院医歯薬学域 

 
 

2日目：9月26日（土）　第3会場（中会議室B1-B3）
 

■ 一般演題11　心理療法2	 15：20−16：10

座長：長濵　輝代　大阪公立大学生活科学研究科

O11-1	 かかりつけから早期に繋がった思春期心身症への心理介入

◯水川夏菜子 1, 2），平野　仁弥 1, 3），久保田恵巳 1）

1）医療法人KMくぼたこどもクリニック，2）医療法人岩本診療所，3）帝塚山大学心理学部心理学科

O11-2	 埋没陰茎が思春期移行期の男児に与える心理的影響―バウムテストに現れた身体的自己表象の縦断的検討―

◯原口　喜充 1, 2），久保田恵巳 2）

1）近畿大学九州短期大学，2）医療法人KMくぼたこどもクリニック

O11-3	 初診時不登校の中学生男児が「生きていてもいい」と感じられるまでの面接過程

◯志満　南海 1），多田　　光 1, 2）

1）東京女子医科大学附属足立医療センター小児科，2）多田小児クリニック
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O11-4	 友人関係で居場所感を得たことで，気分の安定を認めた不登校児の1例

◯田原　一樹 1），神原　雪子 2），朴　　祐希 1），宮坂なつ花 1），藤原　恭子 1）

1）医療法人徳洲会八尾徳洲会総合病院臨床心理科，2）ゆきこどもクリニック

O11-5	 自傷行為を主訴とする高校生に心理療法を行った1例：身体感覚への気付きに着目したアプローチを通して

◯生田あやめ 1），原口　喜充 1, 2），久保田恵巳 1）

1）医療法人KMくぼたこどもクリニック，2）近畿大学九州短期大学

 

 

2日目：9月26日（土）第3会場（中会議室B1-B3）

 

■ 一般演題12　摂食障害2	 16：20−17：10

座長：大谷　良子　公益社団法人発達協会王子クリニック

O12-1	 摂食障害における医療と教育の連携

◯井口　敏之，関口　一恵，山本　恭子，柴山紗智子
星ヶ丘マタニティ病院小児科

O12-2�	� 回避・制限性食物摂取症および心因性頻尿を呈した不安が高い男児の1例 
―心理療法を通して自分を取り戻す過程―

◯志岐亜里沙 1），原口　喜充 1, 2），久保田恵巳 1）

1）医療法人KMくぼたこどもクリニック，2）近畿大学九州短期大学

O12-3	� HPS（Hospital Play Specialist）との活動が入院治療中の心理的ケアに大きく貢献したと考えられる神経性 
やせ症の1例

◯杉田　玲奈，越野　由紀
さいたま市民医療センター

O12-4	 小児科入院治療において摂食障害への対応力向上を目指した取り組み

◯中村　奈美 1），多田　淑央 2），丸箸　圭子 1）

1）独立行政法人国立病院機構医王病院小児科，2）独立行政法人国立病院機構医王病院精神科

O12-5	 地方における小児摂食障害診療の課題と改善

◯岡田あゆみ 1, 2），重安　良恵 1），藤井智香子 1），半澤　　愛 1），田中　知絵 1, 3），椙原　彰子 1, 4, 5），堀内真希子 5）

1）岡山大学病院小児医療センター小児科 /小児心身医療科，2）岡山大学学術研究院医歯薬学域，

3）旭川荘療育・医療センター小児科，4）ノートルダム清心女子大学人間生活学部児童学科，

5）岡山大学病院医療技術部臨床心理部門 /臨床心理センター 
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2日目：9月26日（土）　第2会場（大会議室A3+A4）

 

■ 一般演題13　心身症	 16：50−18：00

座長：石井　隆大　久留米大学医学部小児科学講座

	 宮﨑　博喜　希望ヶ丘病院精神科　　　　　

O13-1	 低年齢発症のPNES様発作と多彩な身体症状を示した転換性障害の1例

◯冨尾　則子
東京都立墨東病院

O13-2	 母子の両価的関係性が回復過程に影響した下肢機能障害の思春期女子例

◯井神　健太，田中　恭子，小川　　悠，中村　明雄，及川　奈央，呉　　宗憲，吉川　尚美
順天堂大学医学部小児科

O13-3	 胃腸炎後に中枢性感作症候群（慢性疲労症候群および化学物質過敏症疑い）を呈した10歳男児例

◯賀本　照大
高島市民病院

O13-4	 摂食症として発見された周期性嘔吐症候群の1例

◯ 深谷　悠太 1, 2），井上　　建 1），川上優太朗 1），深山　希望 1），林　佳奈子 1, 2），森下　菖子 1），椎橋　文子 1）， 
松島　奈穂 1），大谷　良子 1, 3），作田　亮一 1）

1）獨協医科大学埼玉医療センター子どものこころ診療センター，2）東京医科大学病院小児科・思春期科学分野， 
3）発達協会王子クリニック

O13-5	 小児心身領域におけるオンライン診療の活用―受診継続が可能となった3例―

◯石橋　孝勇

琉球大学病院精神科神経科

O13-6	 心身症の子どもの小児ANエゴグラムの特徴について

◯ 椙原　彰子 1, 2），藤井智香子 1），重安　良恵 1），赤木　朋子 1），田中　知絵 3），半澤　　愛 1），堀内真希子 4）， 
岡田あゆみ 1）

1）岡山大学病院小児医療センター小児科 /小児心身医療科，2）ノートルダム清心女子大学人間生活学部児童学科， 
3）旭川荘療育・医療センター小児科，4）岡山大学病院医療技術部臨床心理部門 /臨床心理センター

O13-7	 子どもの心身症の予防・治療のために，家族にどのように働きかけたらいいか―第3報―

◯井上　大嗣
長崎県立こども医療福祉センター

 

 

2日目：9月26日（土）　第3会場（中会議室B1-B3）

■ 一般演題14　摂食障害3	 17：20−18：10

座長：鈴木　由紀　独立行政法人国立病院機構三重病院小児科

O14-1	� 慢性疾患のステロイド治療による体型変化を契機として神経性やせ症を発症した自閉スペクトラム症の中学生 
男児2例

◯山下真沙美，小林　美帆，堀越　隆伸
群馬大学医学部附属病院小児科
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O14-2	 こだわりの強い自閉スペクトラム症に発症した難治性の神経性やせ症の1女児例

◯ 柳夲　嘉時，原口　耕平，石谷　健人，寺嶋　駿輝，長尾　靖子，田中　幸代，藤井　由里，石﨑　優子， 
金子　一成
関西医科大学総合医療センター

O14-3	 自閉スペクトラム症に伴う回避・制限性食物摂取症の入院治療―看護師の立場から―

◯仲野　浩太 1），村山　順子 2），坂本　彩子 3），永光信一郎 3）

1）福岡大学病院看護部小児医療センター，2）福岡大学病院看護部地域医療連携センター，3）福岡大学病院小児科

O14-4	� 自閉スペクトラム症に伴う回避・制限性食物摂取症患者の入院治療 
―地域医療連携センター看護師の立場から―

◯村山　順子 1），仲野　浩太 2），坂本　彩子 3），永光信一郎 3）

1）福岡大学病院地域医療連携センター，2）福岡大学病院看護部小児医療センター，3）福岡大学病院小児科

O14-5	 自閉スペクトラム症に伴う回避・制限性食物摂取症の入院治療―心理師の立場から―

◯坂本　彩子 1），仲野　浩太 2, 3），村山　順子 4），永光信一郎 1）

1）福岡大学病院小児科，2）福岡大学病院看護部，3）子どものこころ診療センター，4）福岡大学病院地域医療連携センター




